
資料５

令和５年８月７日（月）

令和５年度

第１回 滋賀県渋滞対策協議会

大津南部地域ＷＧの進め方について



１．ワーキンググループの開催経緯

○滋賀県では、平成24年度渋滞対策協議会を設置し、平成25年1月に主要渋滞箇所を特定し公表を行った。
○平成25年度には、各地域における渋滞対策の基本方針（機能強化等）の立案・策定を行った上で、課題把握

及び対策検討のためのワーキンググループ（ＷＧ）を設置した。
○平成27年度以降は、渋滞対策協議会内において各関係機関と主要渋滞箇所の対策実施及び渋滞状況を共

有している。
○平成30年度・令和元年度には、滋賀県と京都府の両者で交通状況や課題を共有・議論することで、より効果

的に渋滞対策を進めるために合同ＷＧを開催している。
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年度 主な開催状況

平成２４年度 ○渋滞対策協議会の設置
○主要渋滞箇所の特定・公表

平成２５年度 ○ワーキンググループ（WG）の設置
○近江大橋無料化対策会議
兼大津南部地域WG開催（２回）

平成26年度 ○近江大橋無料化対策会議
兼大津南部地域WG開催（３回）

○湖東地域WG開催（２回）

平成27年度 ○近江大橋無料化対策会議
兼大津南部地域WG開催（１回）

平成30年度 ○大津南部地域ＷＧ・京都都市圏ＷＧ開催（１回）

令和元年度 ○大津南部地域ＷＧ・京都都市圏ＷＧ開催（１回）

■ワーキンググループ等の開催状況



○ 平成２５年６月の第１回協議会では、考えられる渋滞の要因や渋滞解消に繋がる事業や施策を選定し整理

○ 渋滞要因の詳細な分析、事業や施策等の効果について更なる議論が必要

現状の課題

地域交通の状況や問題点に関する情報を共有し、対策の方向性や対策を立案する取り組みを行う
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課題への対応

ワーキンググループを設置し、道路状況の分析・調査・対策について継続的に検討・議論を進めていく

ワーキンググループ

滋賀県渋滞対策協議会
対策の対応方針策定への流れ（概要）

２．ワーキンググループの位置付け

○ワーキンググループは滋賀県内の各地域の交通状況にフォーカスすることでより、効果的な対策の立案に繋
げることを目的としている。
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平成26年度第1回
大津南部地域WG資料より抜粋



３．滋賀県内の地域の状況

○県内の全６地域のうち、大津市・草津市を含む大津南部地域では、地域内の主要渋滞箇所が瀬田川渡河部
や大津中心部に集中する全13区間・30箇所（※特定解除済み含む)となっており、最も多い状況。
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４．大津南部地域の主要渋滞箇所について
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○滋賀県内全域の主要渋滞箇所74箇所のうち、22箇所（約30％）で渋滞対策が未実施となっているが、大津南
部地域ではそのうち15箇所（約7割）を占める。

⇒依然として大津南部地域で対策未実施箇所が多く残っているため、対策を議論していく必要がある。

滋賀県内における22箇所の対策検討中
箇所のうち、15箇所が大津南部地域の
主要渋滞箇所

■現時点での対策進捗状況

大津南部地域における対策検討中の主要渋滞箇所
合計15箇所の内
直轄管理： 7箇所 直轄以外管理： 8箇所



５．大津南部地域WGの開催について
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○滋賀県の中心部であり、主要渋滞箇所が多く残存しているなど対策必要性の高い大津南部地域においてWG
を開催することで、渋滞解消に向けた取組を加速したい。

○ワーキンググループのメンバーは、対策の具体化を目的とし、道路管理者をメンバーとする。
○ワーキンググループでの検討の結果は渋滞協対策協議会に報告を行う。

【WGでの協議内容（想定）】

① 交通の状況及び特性を共有

・地域の交通特性 ・地域の渋滞状況、問題点 ・ETC2.0プローブデータを用いた渋滞分析

② 対策の方向性

・短期対策による渋滞箇所が見込める箇所の抽出、対策の具体検討

・地域全体での解消に向けた取組み（時間がかかるハード整備だけではなく、効果的なソフト施策も検討）

③ 役割分担

・渋滞対策の方向性に応じ、各機関が実施する取り組みを議論

大津南部地域ワーキンググループメンバー

滋賀国道事務所 計画課

滋賀県 土木交通部 道路整備課、道路保全課、
大津土木事務所、南部土木事務所

関連自治体 大津市、草津市



項目 令和５年 令和６年

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

滋賀県
渋滞対策
協議会

大津南部
地域WG

６．今後のスケジュールについて

○滋賀県内において、多くの主要渋滞箇所が存在する大津南部地域を対象として、滋賀県をはじめとした各自治
体と連携し、渋滞対策を検討するために、本年度大津南部地域WGを開催する。（※WEB併用での開催を想定）

○大津南部地域WGでは、交通状況・課題を踏まえ、自治体が管理する交差点を含め、早期に効果が期待できる
短期対策等の具体的な対策検討および議論を進めていきたい。

○大津南部地域WGでの開催結果も踏まえながら、他地域（湖東地域等）での実施可能性についても今後検討。
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第１回
協議会

交通状況把握

第２回
協議会

対策の検討

大津南部
WG開催
※WEB併用

予定

・渋滞状況の共有
・対策方針（箇所、対策内容）の協議

開催の
承認

反映

進捗報告


